
令和８年度

仕　様　書

第九管区海上保安本部

鳥 ケ 首 岬 灯 台 機 器 改 良 改 修 工 事



１－１

　安岡港甲防波堤灯台改良改修工事ほか２件鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事

１－２

鳥ケ首岬灯台（新潟県上越市）

１－３

契約締結の翌日から令和８年１２月２５日　まで

１－４

LU-M型灯器等撤去

１－５

事務所名：新潟海上保安部　交通課

所 在 地：〒９５０-００７２

　　　　　　新潟県新潟市中央区竜が島１－５－４ 新潟港湾合同庁舎

電　　話：０２５－２４４－１００８

１－６

「官給品内訳書」のとおり

引渡（官給）場所

　事務所名等：新潟海上保安部

①　官給品を受領した際は、「官給品受領書」を提出する。

②　保管場所、保管方法等について監督職員から指示を受けた場合、必要な措置を施す。

③　官給品を使用したときは「官給品精算書」を提出する。

１－７

　施工場所への立ち入りは、事前に監督職員に連絡し、打合せを行う。

　工程等から電源断等、標識の機能に障害を与えるおそれがある作業を行う場合は、

事前に監督職員・管理事務所と協議のうえ、実施する。

　監督職員と十分連絡を取りながら実施する。

　仕様等に疑義が生じた場合、請負者のみの判断によらず、監督職員と協議のうえ対

応を決定する。

２－１総　　則

　本仕様書、関係法令に適合するように施工するものとし該当事項の無いものには適

用しない。

　特に指示していない一般事項については、法令・条例・関係電力会社の内外線工事

規定・その他諸関係法規等によるものとする。

　本仕様書に記載されていない事項でも、当然行わなければならない付帯工事は、請

負工事の範囲内で施工しなければならない。

（２）設計図書 　設計図書とは、図面及び仕様書（現場説明書及び現場説明に対する質問回答書を含

む）をいう。

（３）監督職員 　監督職員とは、「第九管区海上保安本部長」が任命する職員で、工事請負契約書に

規定する監督職員をいう。

（４）疑義に対する協議 　設計図書に明記のない場合又は疑いを生じた場合は、一方的な解釈や変更をするこ

となく、監督職員と協議し、その指示に従う。

第一章　工　事　概　要

工 事 名 称

工 事 場 所

工 事 期 間

官 給 品

注 意 事 項

工 事 概 要

管 理 事 務 所

（１）適用範囲

仮灯設置、撤去

LED回転型灯器等設置

第二章　一　般　共　通　事　項
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（５）諸　　届 　工事の着手、施行、完成に当たり関係官公署その他電力会社、電話会社等への必要

な届出手続等は速やかに実施し、工事工程に支障を及ぼさないように注意する。

　また、これに要する諸費用も負担する。

（６）別契約の関連工事 　別契約の関連工事がある場合は、監督職員の指示により、当該工事関係者と協力し、

工事全体の円滑な進捗を図る。

（７）撤去品の処理 　撤去品は、関係法令に従い請負者の責任において適切に処理する。

２－２工事現場管理

（１）現場代理人及び 　現場代理人及び主任技術者とは、工事請負契約書に規定する現場代理人及び主任技

　　　主任技術者 術者をいう。

　建設業法第２６条に定める主任技術者（監理技術者）は、その資格を証明する資料

を監督職員に提出し承諾を受ける。

（２）工事現場の安全 　工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり、関係法令に従っ

　　　衛生管理 てこれを行う。

　ただし、別に責任者が定められた場合は、これに協力する。

（３）災害及び公害 　施工に伴う災害及び公害の防止は、関係法令に従い適切に処理するものとする。

　　　の防止 　①　第三者に災害を及ぼしてはならない。

　②　公害の防止につとめる。

　③　善良な管理者の注意をもってしても、なお災害又は公害の発生のおそれがある

　　場合の処置については、監督職員と協議する。

　④　気象、海上気象の変化に注意し、事故の防止に努める。

　⑤　機械器具等の取り扱いに注意し、事故の防止に努める。

　第三者に対して損害を与えた場合は、請負者は適正な補償をしなければならない。

 (４)その他 　①　電子データの提出は、ウィルス対策を実施したうえで提出しなければならない。

　　　また、ウィルスチェックソフトは、常に最新データに更新しなければならない。

　②　第九管区海上保安本部が運用している海の緊急情報の配信サービスでは、津波、

　　気象及び海上の各警報等について、携帯電話メールによる迅速な入手が可能とな

　　り、本工事の安全管理に有効な手段であるため、左記の二次元コードからアドレ

　　スを登録のうえ、安全対策のツールとして活用する。

（５）臨機の処置 　災害又は公害が発生した場合は、速やかに適切な処置をとり、直ちにその経緯を監

督職員に報告する。

（６）養生 　在来部分、施工済部分、未使用機器、材料などで汚染又は損傷のおそれのあるもの

は、適切な方法で養生及び保護を行う。

２－３施工計画 　着工に先立ち、現場代理人及び主任技術者を定め、その氏名等を監督職員に書面に

て通知する。現場代理人は実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。

　ただし、作成の必要性の少ないものは、監督職員の承諾を受けて省略することが出

来る。

２－４施工図 　施工図、現寸図、見本などは、必要に応じて速やかに提出し、監督職員の承諾を受

ける。

２－５職方への指示 　２－３．４．により作成した図書などは、関係する職方に周知徹底する。

２－６機器及び材料

（１）機器及び材料 　①　機器及び材料（以下「機材」という。）は、新品とする。

　②　機材は、電気用品安全法、日本工業規格等による一級品もしくは、これと同等

　　のものとする。

　③　機材の品質が明示されていない場合は、均衡を得た品質のものとする。

　④　調合を要する材料は、調合表を監督職員に提出し承諾を受ける。

　　　ただし、軽易な事項については、監督職員の承諾を受けて、省略することがで

　　きる。

（２）機材搬入の報告 　機材搬入ごとに、その機材が設計図書に定められた条件に適合することを確認し、

必要に応じ、証明となる資料を添えて、監督職員に文書で速やかに報告する。

スマホ・PC向け

2 / 7



　ただし、軽易な事項については、監督職員の承諾を受けて、省略することができる。

（３）機材の検査 　①　機材種別ごとに監督職員の検査を受ける。

　　　ただし、軽易な事項については、監督職員の承諾を受けて、省略することがで

　　きる。

　②　合格した機材と同じ種別の機材は、監督職員が特に指示した場合を除き、以後

　　の使用を承諾されたものとする。

（４）試験 　①　試験は、下記の場合に行う。

　　ア　設計図書に定められた場合

　　イ　試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合することが証明でき

　　　ない場合

　②　試験方法は、ＪＩＳ（日本産業規格）、ＪＥＣ（電気学会電気規格調査会標準

　　規格）、ＪＥＭ（日本電機工業会規格）などに定めのある場合はそれによる。

　③　試験が完了したときは、その試験成績書を速やかに監督職員に提出する。

２－７施　工

（１）施工 　①　施工は、すべて設計図書に示された設備がその機能を完全に発揮するよう誠実

　　に行う。

　②　施工は、設計図書及び監督職員の承諾を受けた工程表、施工計画書、製作図、

　　施工図などに従って行う。

（２）施工確認及び 　施工の一工程を完了したときは、その施工が設計図書に定められた条件に適合する

　　　報告 ことを確認する。

（３）施工の検査 　設計図書に定められた場合及び監督職員が特に指示する場合は、監督職員の検査を

受ける。

（４）施工の立会い 　設計図書に定められた場合及び監督職員が特に指示する場合は、監督職員の立ち会

いを受ける。

（５）施工検査に伴う 　①　試験は、下記の場合に行う。

　　　試験 　　ア　設計図書に定められた場合

　　イ　試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合することが証明でき

　　　ない場合

　②　試験が完了したときは、その試験成績書を速やかに監督職員に提出する。

２－８記　録

（１）記録 　監督職員が指示した場合には工事の進捗、材料の搬入・搬出、作業員の作業状況、

気象状況等を記載した文書を原則として毎週作成し、監督職員に提出する。

（２）完成図その他 　①　工事が完成したときは、監督職員の指示により完成図、保全に関する説明書、

　　試験成績書、工事写真などを作成し、Ａ４版ファイルに整理し、第九管区海上保

　　安本部交通部に１部を提出する。なお、図面、写真等は電子データでCD-R等の

　　記録媒体に記録して提出する。

　②　保全に関する説明書は、下記のものとする。

　　ア　機器取扱い及び保守に関する説明

　　イ　官公署届出書類

　　ウ　その他

　③　工事写真については、各工種工程毎に、施工前、施工中、施工後と記録し、特

　　に完成後、検査により確認できない事項については、その施工内容が確認できる

　　ように、スケール等をあてて記録する。

　④　工事完成後、正面・側面等２～３方向から撮影した完成写真を提出する。

２－９その他

（１）竣工検査 　完成検査とし、現場代理人は検査に立ち会うものとする。

　また、検査に必要な資機材及び労務等を提供する。

（２）管理事務所 　施工に際し、前もって所管の管理事務所と協議し、航路標識業務に支障を与えない

ように配慮する。
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　航路標識業務に支障をきたした場合又はそのおそれのある場合は、監督職員と協議

し施工を中止し、対応策を講ずる。

（３）灯火等 　施工に際し、灯火に直接影響を及ぼす作業については、監督職員の許可、又は立会

のうえ行う。

（４）施設等の保全 　施工にあたっては、付帯設備に損傷を与えてはならない。

　万一、損傷を与えた場合、請負者の責任において速やかに原形に復旧する。

（５）工数調査 　本工事は航路標識機器等設置工事に係る工数調査の対象とする。

　調査票及び説明等については、監督職員から配布する。

３－１

　安岡港甲防波堤灯台改良改修工事ほか２件　①　金属管、合成樹脂管、可とう電線管、フロアダクト等の内部での電線接続は行

　　わない。

　②　絶縁被覆の剥ぎ取りは、芯線を傷つけないように行う。

　　芯線相互の接続は、原則として圧着スリーブあるいは電線コネクタ、圧着端子な

　　ど、電線に適合した接続金具及び工具を用いて行う。

　③　絶縁電線相互及び絶縁電線とケーブルとの接続部分は、絶縁テープ等により、

　　絶縁被覆と同等以上の効力があるように巻き付けるか、又は同等以上の効力を持

　　つ絶縁物をかぶせる等の方法により絶縁処理を行う。

　④　電線と機器端子との接続は、圧着端子を使用するものとし、接続点に張力が加

　　わらないようにする。また、接続は十分締め付け、振動等により緩むおそれのあ

　　る場合は、二重ナット又はバネ座金を使用する。

　　　なお、電線の両端に線名札等にて接続箇所を明示し、増締めの確認を行う。

３－２

　①　電線管の太さは、設計図書に規定したものを使用し、端口及び内面は、電線被

　　覆を傷つけないよう面取り等を行い、滑らかなものとすること。

　②　付属品は、管及び施設場所に適合するものとし、接続にはコネクタを使用し、

　　エントランスやボックス以外の管端には必ずブッシングを用いること。

　③　管の曲げ半径は、管内径の６倍以上とし、曲げ角度は９０度を超えないように

　　すること。また、合成樹脂管を加熱する場合は、過度にならないように

　　し、焼け焦げが生じないようにすること。

　④　管を造営材及び壁面に取り付ける場合は、サドル（ステンレス製）、ハンガー

　　などを利用し取り付けること。ただし、管端、管相互の接続点、管とボックスの

　　接続点では、結合点に近いところで管を固定すること。

第三章　工　事　共　通　事　項

電 線 の 接 続 等

配 管 工 事
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　図示及び下記事項に基づき、他の航路標識業務用施設及び機器等に注意するとともに船舶通航に支障をきたすこ

とのないよう施工する。

　なお、本仕様書に記載されていない事項や詳細については、工事一般共通事項、国土交通省大臣官房技術調査課

電気通信室編集「電気通信設備工事共通仕様書」及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様

書（電気設備工事編）」による。

４－１

　　石綿事前調査 ①　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の分析調査を行う。

②　分析対象及び分析方法。検体採取箇所は次表による。

４－２

　　調査結果 　分析結果を取りまとめ、報告書を監督職員に提出する。併せて所轄労働基準監督署へ

結果を報告する。

　調査の結果、分析対象の含有(0.1重量%)が確認された場合は監督職員と協議する。

４－３

　　仮灯設置 　仮灯設置作業に先立ち現地調査を行い、作業手順書（タイムスケジュール）を

監督職員に提出し、承諾を得てから作業を行う。

　設置位置の詳細については、現地調査のうえ事前に監督職員の承諾を得ること。

　図示のとおり、LED灯器（高光度）、LED灯器用電源装置及び蓄電池（支給品）

を設置する。なお、支給品の受け渡しは、４－４のとおり。

　電源は、１階制御室内の分電換気扇制御盤の予備２から図示のとおり、

電線を仮設しLED灯器用電源装置に接続する。

　また、船舶気象端局装置から電線を仮設しLED灯器用電源装置に接続する。

　仮灯の灯質については、監督職員が別途指示する内容に設定する。

　なお、設定に必要な取扱説明書は手交する。

　設置後は日光弁による点消灯動作、停電時の動作を確認すること。

　配線の端末処理は、圧着端子や専用のコネクタ等により確実に施工する。 

　配線材料は、機器付属のものまたは設計図面指定のものとし、機器間接続は、設

計図面および取扱説明書に従い行う。

　接続に先立ち、各ｹｰﾌﾞﾙの端末処理後絶縁抵抗の確認を行う。

　機器の搬入にあたっては、当該機器および既設機器、施設等に損傷を与えないよ

う十分注意する。 

　なお、損傷等のおそれがある場合は、搬入に先立ち接触箇所等の養生を行う。

４－４

　支給品受渡し場所 ①　仮灯設置にかかる支給品の受渡し場所は、次のとおりとする。

　支給品を受領後、適切な養生のうえ工事場所まで運搬を行う。

規格 数量 単位

DC24V,日本光機製 1 個

LED灯器用電源装置 DC24V 1 個

MSE-100-6（長寿命） 4 個

②　４－６でLED回転型灯器等を設置し、監督職員による動作確認後、図示に従い、

　支給品を撤去する。

　　なお、撤去した支給品は新潟保安部に返納すること。

内部：内壁モルタル　1検体 定性分析JIS A 1481-1

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドラ
イト、トレモライト

検体採取箇所 分析方法

蓄電池

分析対象

第四章　工　事　仕　様

受渡し場所品名

LED灯器（高光度）

新潟保安部 23kg/個

新潟保安部　約38kg

新潟保安部　約13kg
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４－５

　LU-M型灯器等撤去 　図示に従い、次の各機械類を撤去する。

規格等 数量 単位

1 台

DC100V 1 台

リレー盤 P14-23C 1 個

受光部 1 個

ランプ焦点調整ユニット 1 個

　なお、無停電式灯台自動制御装置撤去後のアンカーボルトは床コンクリート面と

面一になるよう、ディスクグラインダー等を用いて切断・切削すること。

４－６

　LED回転型灯器等 　図示に従い、次の各機械類を取付けする。

　設置 規格等 数量 単位

灯体、回転装置 1 式

灯器用架台 SUS304 1 個 製作

1 個

1 個

図示のとおり 1 個

図示のとおり 1 個

50A,図示のとおり 1 個

端子台 図示のとおり 1 個

インバータ 図示のとおり 2 個

リモートコントローラ 図示のとおり 2 個

図示のとおり 2 個

図示のとおり 2 個

250×600×4.5 1 枚

配線ダクト 80×80（硬質PVC) 1.9 m 調達

M12×100-SUS304 4 組

M12×100-SUS304 4 組

４－７

　中東情勢の変化等に ①　本工事は、供給の偏りや流通の目詰まりにより入手が困難となっているナフサを

　よる建設資材の流通   由来とする建設資材（以下、「調達検討資材」）の調達に必要となる経費（以下、

　状況を踏まえた設計 　「別途調達経費」）について、設計変更を行う対象工事である。

　変更 ②　調達検討資材は下表を想定している。これにより難い場合は、監督職員と協議す

　るものとする。

規格
設計
数量

単価
適用
年

単価適用地区

80×80（硬質PVC) 1.9m R8

③　受注者は、調達検討資材について別途調達経費が必要となる場合には、事前に

　監督職員と協議するものとする。ただし、迅速な対応を求められる場合には、口

　頭、ファクシミリ、電子メールなどで協議することも可能とするが、事後、遅滞

　なく書面により協議するものとする。

　　なお、別途調達経費が必要となる場合とは、以下を想定している。

　　　ア　調達検討資材の代替資材を調達した場合

　　　イ　調達検討資材の流通経路を見直して調達した場合

　　　ウ　調達検討資材を調達した場合（ただし別途調達経費を含む）

④　受注者は、別途調達経費に係る証明書類（実際の取引伝票等）を監督職員に提出

　するものとし、その別途調達経費については設計変更の対象とする。

資材名

配線ダクト 新潟県

撤去、廃棄　約315kg

配線ピット蓋

直流安定化電源装置

官給　約35kg

備考

LU-M型灯器

備考

品名

無停電式灯台自動制御装置 撤去、廃棄　約70kg

撤去、廃棄

調達

調達

調達

調達

調達

MCB

制御盤

撤去、廃棄　約18kg

コンセントボックス

調達

受光部

調達

機器収納架

品名

LED回転型灯器

撤去、廃棄

あと施工アンカー 調達、制御盤用

あと施工アンカー 調達、機器調達用

官給　約0.6kg

調達

調達

電圧検出リレー

官給　約52kg
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４－８

　その他 ①　本工事は現状変更を伴うので、施工に際しては監督職員及び管理事務所の職員

  と十分な打ち合わせのうえ実施する。業務休止時間は、必要最低限となるよう施

　工手順を検討のうえ実施すること。

②　本工事において発生した撤去品及び廃材は、請負者の責任において適法

　かつ確実に廃棄処分する。

③　廃棄処分する機器等の銘板は取外し、監督職員の指示に従い処置する。

　機器本体は、再組立が不可能な程度に解体処理後、処分する。
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品 名 規 格 単 位 数 量

LED回転型灯器 LRL-1　Ⅱ型 式 1

　内訳　　　　　 灯体 個 1

回転装置 個 1

制御盤 個 1

受光部 個 1

灯器取付金具 式 1

件     名 ： 鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事

引渡場所： 備考記載のとおり

官給元：

M16×80ﾎﾞﾙﾄ4本

官　　給　　品　　内　　訳　　書

備 考

引渡場所：新潟保安部



品 名 規 格 単 位 数 量

LED灯器 高光度（本体・付属品） 個 1

LED灯器用電源装置 電源盤　LEDP-24 個 1

蓄電池 MSE-100-6（長寿命） 個 4

件     名 ： 鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事

引渡場所： 備考記載のとおり

官給元：

支　　給　　品　　内　　訳　　書

備 考

新潟海上保安部

新潟海上保安部

新潟海上保安部



縮　尺

　

図面名称 図面番号工事件名

図 示
令和８年度

鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事

新潟県

沢崎鼻

石川県

直江津

粟島

金沢 富山県

伏木

位置図 S=1/2,500,000

輪島

弾埼

富山

姫埼

日本海

新潟

佐渡島

施工場所

鳥ケ首岬

能生町

能生港

直江津港

名立町

西頸城郡

上越市

新井市

案内図 S=1/300,000

5, 00 00

関

川

能

生

川

★

施工場所
鳥ケ首岬灯台

工事概要

・LU-M型灯器等撤去
・LED回転型灯器等設置

位置図 案内図  敷地平面図　灯塔立面図

  １／７

・仮灯設置、撤去

至
国
道

W

N

Ｅ

S

コンクリート舗床

関東管区警察局使用

275.145㎡

既設パンザマスト

鳥ケ首灯台

1
2
,
3
2
5

4,000 3,250

7,250

地
上

か
ら

灯
火

ま
で

11
,0

00

平
均

水
面

上
か

ら
灯

火
ま

で
81

,9
30

既設パンザマスト

Ｇ．Ｌ

既設避雷針

  既設隔測風向風速計（発信器）

灯塔立面図　S=1/150敷地平面図　S=1/500



縮　尺

　

図面名称 図面番号工事件名

図 示
令和８年度

鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事

灯塔

UP

DN

2,
50
0

3,2504,000

新動力室

7,250

倉庫

灯塔
制御室

UP

3,2504,000

2
,5
00

①

既設ピット

【機器配置図(2F平面図)　S=1/100】

【機器配置図(1F平面図)　S=1/100】

番号 品　　　名 規　　　格

①

②

⑤

④

③

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

単位数量 撤去

台 〇

⑪

⑫

無停電式灯台自動制御装置

⑬

⑭

⑮

１

灯塔

UP

DN

1,650 1,250

75
0

10
0

【3F平面図　S=1/100】

  ２／７

撤 去 機 器 等 一 覧 表

既設 備　　　　　考

撤去後廃棄

個１リレー盤 P14-23C 〇 撤去後廃棄

受光部 １ 個 〇 撤去後廃棄

個

個

個蓄電池 MSE500 ３６

３

自動気象観測装置 １

蓄電池架台 SUS304

〇

〇

〇

１ 個 〇ランプ焦点調整ユニット 撤去後廃棄

⑯

②

③

⑤⑥

④

機器配置図　撤去機器等一覧表

雷害防止装置 １ 個 〇

１ 個

１ 個

１ 個

中継端子箱 日東B20-35

直流電源装置 TH-24-30-10B

高速回線避雷ユニット １ 個

ルーター、アンテナ含回線接続部

〇

〇

〇

〇

端子台10P×3

個1

１ 個

１ 個

個１

避雷用電源装置

高速回線避雷ユニット ALPK-VN2P（ PWA30100）

APS-5.5

分電換気扇制御盤

BWZ-12

〇

〇

〇

〇

⑰

⑱

船舶気象通報端局装置

隔測風向風速計 １ 個 〇

隔測気圧計 １ 個 〇

⑦⑧⑨

⑩
⑪

⑫ ⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

変換器



縮　尺

　

図面名称 図面番号工事件名

図 示
令和８年度

鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事
  ３／７

灯塔

UP

DN

2,
50
0

3,2504,000

新動力室

7,250

倉庫

灯塔
制御室

UP

3,2504,000

2
,5
00

既設ピット

【機器配置図(2F平面図)　S=1/100】

【機器配置図(1F平面図)　S=1/100】

①②③④⑤⑥⑦⑧

⑩

⑪

6
0
0

4
0
0

4-φ15

あと施工アンカー(M12×100-SUS304)4組

【官給・設置】制御盤

機器配置図　取付機器等一覧表　制御盤取付図

FL

1
,
1
0
0

6 50

600

制御盤取付図　S=1/20

既設ピット開口部

1,000

9
0
0

コンクリートビス皿頭4× 25　 3箇所止め

番号 品　　　名 規　　　格

①

②

⑤

④

③

⑥

⑦

⑧

単位数量

１

１

１

１

個

個

個

個

機器収納架 19インチラック

端子台 30A,10P

50A

2口

個

個

個

個電圧検出リレー

直流安定化電源装置

リモートコントローラ

インバータ

電 菱 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ CR-10

電 菱 SD150 0- 12 4

松 定 プ レ シ ジ ョ ン TB35V1 08 A 10 80 W

オ ム ロ ン LG2-DB( DC 24 V)

設置

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

既設 備　　　　　考

調達品使用

調達品使用

調達品使用

調達品使用

調達品使用

調達品使用

調達品使用

調達品使用

MCB

コンセントボックス

⑨ 制御盤 １ 個 〇
官給品使用、壁面にあと施工アンカー

(M12×100-SUS304)4組で取付ける。

取 付 機 器 等 一 覧 表

⑪ １配線ピット蓋 スチール縞板製　250×600×4.5 枚 〇 調達品使用

⑩ 受光部 １ 個 〇
官給品使用、既設取付金物にボルト

ナット(M5×20-SUS304)2組で取付ける

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

22

21

23

個

個

３

１

SUS304 〇

〇自動気象観測装置

蓄電池架台

個MSE500 ３６ 〇蓄電池

⑫ 配線ダクト ２ 本 〇
調達品使用、壁面にコンクリートビス

（皿頭4×25)で3箇所止めとする

⑨⑫

⑬⑭

【調達・設置】配線ダクト(80× 80 硬質 PVC)

80×80　硬質PVC

２

２

２

２

24

25

26 １ 個

１ 個

１ 個

１ 個

１ 個

個1

１ 個

１ 個

個１

高速回線避雷ユニット ALPK-VN2P（ PWA30100）

APS-5.5

BWZ-12

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

雷害防止装置

高速回線避雷ユニット

回線接続部

直流電源装置

中継端子箱

分電換気扇制御盤

日東B20-35

TH-24-30-10B

ルーター、アンテナ含

端子台10P×3

船舶気象通報端局装置

避雷用電源装置

隔測風向風速計 変換器

隔測気圧計

１

１

個

個

〇

〇
⑮⑯⑰

⑱
⑲

⑳
21

22 

23

24

25

26



縮　尺

　

図面名称 図面番号工事件名

図 示
令和８年度

鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事
  ４／７

配線系統図（仮設）

船舶気象通報端局装置の接続については、

施工手順を検討のうえ実施すること。
業務休止時間が必要最低限となるよう

【支給・仮設】

+ ー

１２３４５６

LED灯器用電源装置
【支給・仮設】

EM-CE5.5sq-2C

＋ー

【調達・仮設】

灯室

船舶気象通報端局装置

1

2

3

T B1

1

2

予 備 ２

【調達・仮設】
EM-CE5.5sq-2C

EM-CE5.5sq-2C
【調達・仮設】

EM-CE5.5sq-2C

1階

分電換気扇制御盤

LED灯器（高光度）

避雷用電源装置へ

【調達・仮設】

仮 設 架 台 参 考 図 　 S=NON

単 管 パ イ プ

ベ ー ス 金 具

敷 板

筋 か い

※ 仮 設 架 台 は 番 線 （ 鉄 線 ） 等 に よ り 固 定 す る こ と 。

板
継 手 金 具

【告示関連】

本灯
灯　　質：単せん白光　毎５秒に１せん光
光　　度：実効光度　４５０,０００カンデラ（改修前）

実効光度　３００,０００カンデラ（改修後）

明　　弧：２５度から２７３度まで

高　　さ：地上から構造物の頂部まで１２メートル（１２．３０）

平均水面上から灯火まで８２メートル（８１．９３）

（地上から灯火まで１１メートル）

光達距離：２３．５海里（改修前）

２２．０海里（改修後）

灯室

1,000

14
0

3
0
0

1
4
0
0

1
,
7
0
0

1
,
4
0
0

仮灯設置図　S=1/50

【仮設】仮設架台

【支給・仮設】LED灯器（高光度）

灯室

700

DN

90
0

90
0

1,000

1,
00
0

2
00

2
,4
0
0

20
0

75
0

2
,8
0
0

7
50

4
,3
0
0

4
,3
0
0

200 1,550 1,150 1,200 200

2,900 1,400 750

5,050

貫通孔（既設）

【支給・仮設】LED灯器用電源装置

4F平面図　S=1/50

【支給・仮設】LED灯器用電源装置

EM-CE5.5sq-2C

スリーブ(VP50)L=200（既設）
【調達・仮設】EM-CE5.5sq-2C×2

【調達・仮設】

【支給・仮設】
LED灯器（高光度）

貫通孔（既設）

仮灯設置図 仮設架台参考図 配線系統図 4F平面図

【支給・仮設】蓄電池MSE-100-6（長寿命）×4

【支給・仮設】蓄電池MSE-100-6（長寿命）×4

【支給・仮設】
蓄電池MSE-100-6（長寿命）×4



縮　尺

　

図面名称 図面番号工事件名

図 示
令和８年度

鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事

過 放 電 コ モ ン 33

10A/30AF

20A/30AF

10A/30AF

照明１

分電換気扇制御盤

20A/30AF

10A/30AF

照明２

10A/30AF

換気扇

照明３

20A/30AF

20A/30AF
コンセント２

コンセント１

00 5

00 6
雷 警 報 解 除

④

③

外 電 強 制 投 入 中
015

強 制 投 入
009

010

01 6AN T
5 C2 V（ PFD22）

Ｅ

  ※リレー（ MY2： PYF08A）
  ※端子台（ 6P）

リレー盤（ P14-23C）

12

14

009

8 ⑤

5 ③

28

① 2

010

⑥

RL1

②

9 ④

13

受
光
部

蓄電池
MSE500× 36

1 1

1 2

－

2

10

3

＋

1

Ｅ

7

警

報

出

力

照 度 セ ン サ

6

定 電 圧 電 源 故 障

10 1

正 常 点 灯

14

11入 力

+24V

－

外 電 故 障

5

9

現 用 球 不 点 灯

Ｆ Ｇ 1

イ ン バ ー タ 起 動

消 灯

4

28

①

リ セ ッ ト

無
停
電
式
灯
台
自
動
制
御
装
置

近 接 ス イ ッ チ

－

現 用 球 不 点 灯 入 力

コ モ ン

灯 質 異 常

過 放 電 検 出

制 御 信 号 入 力

電 球 交 換 装 置

25

レ ン ズ モ ー タ

イ ン バ ー タ 故 障

2

8

29

蓄 電 池

22

12

3 0

1 3

1 5

3

2 6

2 0

1 9

2 7

1 6

交 流 電 源

23

2

18

1 7

2 4

2 1

＋

凡例

1 2

３

PN

11

電源装置

避雷用

01 1
電 源 開 閉 器 "開 "

V1

00 1

電 源 開 閉 器 "閉 "

012

00 2

Ｅ

雷 警 報

013

コ モ ン

ＬＵ－Ｍ型灯器

P T

1 3

NL

01 4

外電入力 
PL

現 用 群 点 灯

１

U1

消 灯

回 転 異 常

蓄 電 池 電 圧 /光 力 低 下

雷害防止装置
V 2

U 2

1 5

APS-5.5

U1

２

V2

U2

Ｅ

電 源

Ｆ Ｇ

高速回線

予 備 群 点 灯

16

10

９

V1 避雷ユニット

 ：撤去品

 ：撤去配線

配線系統図（改修前）

【撤去】

【 撤 去 】 VVR5.5 sq - 2C

【 撤 去 】 IV8sq

【 撤 去 】 VVR2sq -2 C

【 撤 去 】

【撤去】
  EM-IE8sq

【撤去】

【撤去】
  EM-CEE2sq-3C

【撤去】
  EM-CE14sq-2C

【撤去】
  EM-CE5.5sq-2C

【撤去】 EM-CEE1.25sq-2C

  EM-CE5.5sq-2C

VE28

C V8 sq -2 C（ VE28）

CPEV0.65-5P

【撤去】 CPEV0.65-2P

【撤去】

C V8 sq -2 C（ VE28） CV8sq- 2C（ VE28）

【撤去】EM-CE5.5sq-2C

P1 N1

予備１

予備２

船
舶
気
象
通
報
端
局
装
置

1 1

2 6

1 0

2 3

AR 1

LI NE
L ANケ ー ブ ル

SPI

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１ ０

１ １

１ ８

１ ７

１ ６

１ ５

１ ４

１ ３

１ ２

3

１

２

４

②

9

13

12

27

11

3 0

18
1

2

3

4

5

6

CE /F 2- 2C

TB 2

CE /F 2- 2C

E M -C E5 .5 sq -2 C

1

2

3

TB 1

－

－

＋

＋

SAD

１

２

３

４

５

６

７ －

＋

010

15

00 9

1 3

SP O

１

２

３

４

５

１ ９

２ ０

013

１ ７

１ ３

001

１ ４

１ ６

011

015

８

005

⑤

⑥

５

３

５

１ ０

５

５

３

７

15

回線接続部

  ５／７

端
子
台
１

端
子
台
３

【 撤 去 】 CPEV0. 65 -5 P

端
子
台
２

CPEV0.65-5P

ドアスイッチ

【 撤 去 】 CPEV0. 6 5- 5P

【撤去】CPEV0.65-2P

C PE V0 .6 5- 5P

C PE V0 .6 5- 5P

C PE V0 .6 5- 3 P

2 7

29

30

32

+
-
+

-

風速

風向

+
-

DC24V
U

V

2

3

F G

TB1
4
5

TB2
9
10

隔 測 気 圧 計

TB3

TB2

1
2
3

隔測風速計
変換器

【 撤 去 】 EM-CE5. 5s q- 2 C

C PE V0 .6 5- 3P

CP EV 0. 65 -5 P

CPEV0.65-2P

EM - CE E1 .2 5s q- 3C

自動気象観測装置

CP EV 0. 65 -3 P

【撤去】VCT1.25sq-2C× 2

【 撤 去 】 IV8sq

【 撤 去 】 MVVS1. 25 -4 C



U 1

V 1
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図面名称 図面番号工事件名

図 示
令和８年度

鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事

00 5

00 6
雷 警 報 解 除

外 電 強 制 投 入 中
015

強 制 投 入
009

010

01 6AN T
5 C2 V（ PFD22）

Ｅ

Ｅ

P N
電源装置

避雷用

01 1
電 源 開 閉 器 "開 "

V1

00 1

電 源 開 閉 器 "閉 "

012

00 2

Ｅ

雷 警 報

013

PT

NL

01 4

C V8㎜ 2- 2C（ VE28）
外電入力 

PL
雷害防止装置

V 2

U 2

APS-5.5

U1

V2

U2

Ｅ

高速回線

避雷ユニット

1
2
3

6
5
4

7
8
9
10

2 4V (L ED )

G ND

2 4V (電 動 機 )

GND

回 転 信 号 －

11
12
13
14 Ｔ Ｒ －

Ｔ Ｒ ＋

回 転 信 号 ＋

GND

B面 正 常

GND

A面 正 常
6
5

1
2

4
3

7
8
9
10

1
2
3 FG

TB 3

TB 1

1
2
3

T B2

手 動 点 灯

L

N

11
12
13
14
15

16
17

6
5
4

7
8
9
10
11
12
13
14
15

(付 属 電 線 )

監 視 入 力 コ モ ン

回 転 検 出

Ｂ 面 点 灯

Ａ 面 点 灯

入 力 電 源 断

Ｂ 面 異 常

Ａ 面 異 常

消 灯

灯 質 異 常

正 常 点 灯

夜 間 検 知

制 御 入 力 コ モ ン

制 御 リ セ ッ ト

警 報 リ セ ッ ト

ＬＥＤ回転型灯器

制御盤

ｼｰ ﾙﾄ ﾞｱ ｰｽ

ｼｰ ﾙ ﾄﾞ ｱｰ ｽ

ｼ ｰﾙ ﾄﾞ ｱｰ ｽ

受光部

【 新 設 】

30A,5.5mm2,M5,10P

【新設】 EM-CE8㎜ 2-2C

【新設】 EM-CE8㎜ 2-2C

【調達】端子台

【調達】MCB1個50A

-E NB

GN D

－

＋

1

設定すること

EM-CE3.5mm2-2C

【新設】

25V以上で復帰するよう

4

12

7-

+

リレー

電圧検出

6 8

表面接続ｿｹｯﾄを使用して設置する

ｵﾑﾛﾝLG2-DB(DC24V)
【調達】

【新設】KPEV-S 0.5㎜ 2-1P

2

又は同等品 1個設置 ,1個予備

※ 交 流 断 時 の み イ ン バ ー タ 動 作

【調達】㈱電菱SD1500-124  又は同等品 1個設置 ,1個予備

インバータ

ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ

【調達】㈱電菱ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ

1個設置 ,1個予備
CR-10又は同等品

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ2口

【調達】

ACｹｰﾌﾞﾙ
（付属品）

直 流 安 定 化

電 源 装 置 －

＋【調達】

1個設置 ,1個予備又は同等品

【新設】EM-CE8mm2-2C

【新設】 EM-CE8mm2-2C

蓄電池が 22.8V以下で動作し

【調達】
機器収納架

松定ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝTB35V108A1080W

（19ｲﾝﾁﾗｯｸ）

蓄電池
MSE-500×36個

10A/30AF

20A/30AF

10A/30AF

照明１

分電換気扇制御盤

20A/30AF

10A/30AF

照明２

10A/30AF

照明３

20A/30AF

20A/30AF
コンセント２

コンセント１

  EM-CE5.5sq-2C

CPEV0.65-5P

CV 8s q- 2 C（ VE28） CV8sq- 2C（ VE28）

【
新

設
】

E
M
-
C
E
5
.
5
s
q
-
2
C

P1 N 1

電圧検出リレー

600

機器収納架　 S=NON

ｽﾘｯﾄ付き台板× 3

直流安定化
電源装置 端子台

MCB

ラック W600× H750× D601

7
5
0

4
0
0

ｺ ﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

インバータ

ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ

配線系統図（改修後）

船
舶
気
象
通
報
端
局
装
置

A R1

LI NE
LA Nケ ー ブ ル

SPI

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１ ０

１ １

１ ８

１ ７

１ ６

１ ５

１ ４

１ ３

１ ２

1

2

3

4

5

6

C E/ F 2- 2C

TB 2

C E/ F2 -2 C

E M- CE 5. 5s q- 2 C

1

2

3

TB 1

－

－

＋

＋

SAD

１

２

３

４

５

６

７ －

＋

010

009

S P O

１

２

３

４

５

１ ９

２ ０

001

011

0 0 5

回線接続部

【新設】EM-CE8sq-2C

0 13

1

4

6

12

2

13
7

1
4

5

15

6

0 15

11
8

7

9

10

9
11

3

予備２

【 新 設 】 CVV-S8s q- 2C

C VV -S 3. 5s q- 2C
16

1 0

17

13

14

8

3

5

河 村 電 器 産 業 製 ITS14- 70 07 B, RP 15 -4 0L S B,

RP I T7 7- 51 7- B4 0又 は 同 等 品

  ６／７

架台H=400

あと施工アンカー

(M12× 100-SUS304)× 4

凡例

 ：新設機器

 ：新設配線

 ：既設配線

機器収納架内の機器を取付後、
ラッシングベルト等で転倒
防止措置を行う。

指 定 箇 所 以 外 の 配 管 は 既 設 再 使 用 と す る 。

【 新 設 】 KPEV-S 0. 5 sq -4 P

（設置は制御室のみ）

端
子
台
１

ドアスイッチ
C PE V0 . 65 -3 P

端
子
台
２

端
子
台
３

CPEV0.65-5P

【
新

設
】

E
M
-
C
E
8
s
q
-
2
C

CPEV0.65-5P

CPEV0.65-5P

【新設】 FCPEV0.65-2P

【新設】配線ダクト(80× 80　硬質 PVC)

自動気象観測装置

TB1
4
5

TB2
9
10

隔 測 気 圧 計

隔測風速計
変換器

2 7

29

30

32

+

+
風向

-
風速

-
+

V-
DC24V

U

F G

3

2

【 新 設 】 EM-CE5 .5 sq -2 C

E M- CE E1 .2 5s q -3 C

C PE V0 .6 5- 3P

C PE V0 .6 5- 5P

C PE V0 .6 5- 3P

CP EV 0. 65 -2 P

【 新 設 】 IV8sq

【 新 設 】 MVVS1.2 5- 4C

【 新 設 】 MVVS1. 25 sq -4 C

【新設】FCPEV0.65-10P
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図面名称 図面番号工事件名

図 示
令和８年度

鳥ケ首岬灯台機器改良改修工事

既設灯器ベッド詳細図
  ７／７

5
0
0

50
0

1
,
00

0

500500

1,000

560

7
20

1
40

560(ﾅｯﾄ8､平座金4､ﾊﾞﾈ座金4)

(ﾅｯﾄ8､平座金4､ﾊﾞﾈ座金4)

3
0

17
0

7
0

既設灯器ベッド詳細図　S=1/20

SUS304

SUS304

下板

面取×4

特記なき部材の接合：全周隅肉溶接

部材の仕上げ：酸洗い仕上げ、黒色焼付塗装

工事手配

7
2
0

8
0
0

670

4-φ 24ｷﾘ

（ M20ﾎﾞﾙﾄ孔 )

上板 4-φ 20ｷﾘ
（ M16ﾎﾞﾙﾄ孔 )

46
0

面取×4

上板4-φ 20ｷﾘ φ216.3
SUS304 PL6t（ M16ﾎﾞﾙﾄ孔 )

490

490

下板
SUS304 PL6t

5
6
9

（ M20ﾎﾞﾙﾄ孔 )
4-φ 24ｷﾘ

灯器用架台製作図　Ｓ＝1/20

430

32
0

560

鋼管 200A 40S(SUS304)
φ 216.3 t8.2

1,000

1
,
4
0
0

14
0

【撤去】
LU-M型灯器

アンカーボルトＭ20-4本 突出長70

アンカーボルトＭ20-4本 突出長70

6
9
1

56
9

1
,
4
0
0

1,000

14
0

【官給・取付】

LED回転型灯器(LRL-1 Ⅱ型)

M16×80ボルトナット4組
【付属品・取付】

【製作・取付】
灯器台

【既設・再利用】
M20アンカーボルト4組
突出長70

灯器取付図（改修前） S=1/30

灯器取付図（改修後） S=1/30

灯器用架台製作図 灯器取付図


